
 

 

 

 

 
 

学校教育目標：ふるさとを愛し 自他を大切にしながら たくましく未来を切り拓く生徒の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～予想外のディナー～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲南市立掛合中学校 

第１２号 

２０２５.７.７（月） 

文責 根本登三男 

「おもしろい授業の創造」については、今年度の学校経営の重点目標として５月のＰＴＡ総会

でお話させていただき、これまで何度も「学校だより」に関連の記事を載せてきました。「授業を

通して子どもたちを育てる。」という私たち教師本来の職務と使命に立ち返ったもので、平素か

ら力を入れている「授業づくり」に、子ども目線でもうひと手間かけてみようということです。  
授業をフルコース料理に例えるなら、前菜にアレンジを加えてみる、 

メインの味付けを少し濃くしてみる（薄くする）、飲み物やデザートをいつも 

より奮発してみるといったところでしょうか。思い切ってコースの順番を変え 

てもいいかも。そこから話題が広がり楽しいディナーになるかもしれません。 

長い教員生活で繰り返し「授業づくり」の研修を受けてきましたが、私にとっては「退屈の息を

吹きかけてはいけない。」という２０代の頃に聞いた言葉がすべてです。先月末から４人の先生

が授業を公開し、参会者で研修を深めました。指導案の中には決して「おもしろい授業をす

る。」なんて言葉は出てこないのですが、指導方法や学習過程の工夫がズバリそのことだと思っ

ています。学校ＨＰでも授業の様子をアップしています。静止画像からでも「おもしろさ」が少し

でも伝わるように私も頑張ります。 

勝部先生（２、３年合同体育）   
 

県教委保健体育課の訪問指導です。この６年
間、体育の授業を通して掛中生徒の体力向上に
貢献してきた勝部先生。バス通学による運動不足
を解消する掛小の取組が話題になりましたが、中
学生の体力はどうなんでしょう？ バレーの授業で
は２年女子チームに入った勝部先生が一番体を
動かしていました。終わった後は汗まみれ💦(笑) 

多賀先生（１年数学）   
 

小中連絡会に合わせた研究授業。掛小の先生
方に入学以来大きく成長した生徒たちの姿を見て
いただきました。多賀先生の数学は、学び合いを
大切にする授業スタイルが確立しています。「協
働学習」により磨きがかかると「個々の学び」も深ま
っていきます。多賀先生は、いつも「おもしろい授
業をします!!」と言う、おもしろい先生です😉 

これまでの長い教員生活で繰り返し「授業づくり」の研修を受けてきましたが、私にとっては

「子どもに退屈の息を吹きかけてはいけない。」という２０代の初めに聞いた言葉がすべてです。

先月末から先生方の研究授業が始まり、参加の皆さんで研修を深めました。指導案の中には 

決して「おもしろい授業をする。」なんてフレーズは出てこないのですが、学習の方法や手立て

の工夫、いつもと違う仕掛けがズバリそのことだと思っています。学校ＨＰでも毎日授業の様子

をアップしています。静止画像からでも「おもしろさ」が少しでも伝わるように私も頑張ります。 

授業をフルコースの料理に例えるなら、前菜にアレンジを加えてみる、

メインの味付けを少し濃くしてみる（薄くする）、飲み物やデザートをいつ

もより奮発してみるといったところでしょうか。思い切ってコースの順番を

変えたらどうなるでしょう。（←シェフに叱られそう!!） そこから話題が広が

って、もしかしたら予想外の楽しいディナーになるかもしれません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

One of my best memories at school was a school trip 

to New York in America. We saw the Statue of Liberty, 

went ice skating in central park, ate lots of food, and 

saw many musicals. Being from the countryside,   

I remember being amazed at how tall all the buildings 

in New York were and how busy it was. 

校長のつぶやき⑫（Dreams come true!!） 
 

前任校で出会ったＡＬＴは、松江を去っ
て、今は東京の凄いホテルで働いてい
ます。でも夢は大学の先生になること。
キャメロンもかな。雲南に来てから「夢」
という言葉をよく見聞きするようになった
し、自分も使うようになった。   （つづく） 

 

   Message from Cameron（最終回） ～多文化理解～ 
 

キャメロン特集の最終回。先日、「２学期に第２弾よろしく。」とお願いしたら、「ごめんなさい。東京に
行って、インターナショナルスクールで子どもたちと勉強することに決めたんです!!」という驚きの返事。
何と、１１日（金）が最後の授業です。キャメロン先生の新しいステージでのご活躍を願っています。 

 

学生時代の最高の思い出の一つは、アメリカのニューヨーク

への修学旅行です。自由の女神像を見たり、セントラルパー

クでアイススケートをしたり、たくさん食べたり、いろんなミュ

ージカルを見たりしました。田舎出身の私は、ニューヨーク

の建物の高さと賑やかさに驚きました。 

 
Culture in the U.K. is deep and varied, sharing culture with many other countries. So much so 

that 46% of London’s population is from overseas. Aside from this, some of the U.K.’s most 

famous exports include Harry Potter, James Bond, The Beatles, and Sherlock Holmes. Many 

things that we use today are also from the U.K. such as the telephone, the internet, vaccines, 

and concrete! I hope you found this interesting and want to learn more about other cultures!  

 

  

 

イギリスの文化は奥深く多様で、多くの国々と文化を共有し

ています。ロンドンの人口の４６％は外国人です。その他に

も、ハリー・ポッター、ジェームズ・ボンド、ビートルズ、シャー

ロック・ホームズといったイギリスの有名作品が数多くありま

す。電話、インターネット、ワクチン、コンクリートなど、私たち

が今日使っているものもイギリスから来ています。今回のメッ

セージが皆さんの興味を引き、他の文化についてもっと知り

たいと思っていただければ嬉しいです。        （終わり） 

江原先生（３年理科）   
 

赤く染まった液体が透明になった時、「あっ」と声が出て生徒の目が輝き

ました。（←先生方も!!） これが実験の醍醐味で、理科が「おもしろい」と感

じる瞬間です。授業は中和の実験で、ビーカーの中で起きている反応は、

ＮａOH＋ＨCl→NaCl＋H2O。顕微鏡で見えた物質は塩の結晶です。江原

先生の完璧な準備と丁寧な説明で実験はとてもスムーズでした。理科は班

活動が多いので､みんなで「なぜ!!」を解決していってほしいです(^^♪ 

武田先生（２年英語）   
 

市教研の研究授業で、たくさんの先生がお見えになりま

した。部長の先生が「おもしろい!!」と言ってくれて感激(^^)/ 

① 授業の起承転結がドラマになっている。 

② 学習課題が明確で生徒が主体的に活動できる。 

③ 教師の豊かな表情と動きが生徒のやる気を喚起する。 

④ ＩＣＴの活用とこれまでのアナログがうまく融合している。  

⑤ まさにＴｅａｃｈｉｎｎｇでなくＣｏａｃｈｉｎｇの授業。 

誰もが「英語」を勉強することが楽しくなるような授業です。 

 

 

 

 

 


